
 

JAPAN BASKETBALL ASSOCIATION 

6F KORAKU-KAJIMA BUILDING, 1-7-27 KORAKU, BUNKYO-KU, TOKYO 112-0004 JAPAN 

TEL: +81-3-4415-2020  FAX: +81-3-4415-2021  WEB: http://www.japanbasketball.jp/ 

 

 

                                                           

平成 30 年 6月 21 日 

ブロック審判長 各位 

都道府県審判長 各位 

公益財団法人日本バスケットボール協会 

審判担当マネージャー 宇田川貴生 

 

フラストレーションを抱えた（冷静な心理状態でない）選手・関係者に対する接し方について（注意） 

 

日頃より当協会の活動にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 

さて、ご承知の通り、先日高校ブロック大会の試合中に審判員に対する暴力行為がありました。この行為は絶対にあっ

てはならない行為であり、今後の対応については高体連、JBA としても協議をしているところです。しかしながら、現在も日

本全国でたくさんの試合が行われています。そこで、我々審判が自分自身の身を守るため、選手や関係者が強くフラスト

レーションを抱えている（冷静な心理状態でない）と感じた場合の注意点について下記共有しますので、都道府県にお

いて各審判員に注意喚起をよろしくお願いします。 

なお、皆様方におかれましては、試合運営上の知識のひとつとしてご確認いただき、引き続き競技規則に則ったクリーン

な試合運営にご協力いただけますようお願い申し上げます。JBA 審判としては、皆様に安心して審判活動をしていただけ

るように、またより良い試合開催が出来るよう継続して取り組んでまいります。  

 

【確認・注意事項】 

 

１．試合中において、選手・ベンチの状況（精神状態等）については、常にクルー内で情報共有する。 

 

２．コミュニケーションをとるため選手および関係者に近づく場面があるが、選手および関係者の感情・表情等には充分

注意をはらう。また、常に冷静に相手の感情などを察した言動を心がける（相手の感情を刺激するような言葉や行

動を避ける）。 

 

３．フラストレーションを抱えた（冷静な心理状態でない）と思われる選手に対しては、一定の距離を保つ（手の届か

ない間隔を保つ）。 

 

４．ファウル、アンスポーツマンライクファウル、テクニカルファウル等を宣する時、フラストレーションを感じていると思われるプ

レイヤーや関係者に近づいたり、至近距離（手の届く距離）でファウルのジェスチャーをしない。また、テクニカルフ

ァウル等のジェスチャーを相手の顔などに向けて出さない。 

 

５．緊急事案等（暴力事案含）発生した場合は、主催している大会の審判長は都道府県審判長等を経由する場

合もあるが、速やかに JBA 宇田川に報告する。 

携帯 070-3192-1947 メールアドレス jba-ref@basketball.or.jp 

 

※この共有事項は現在作成中の審判マニュアルにも掲載を予定しています。 


